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 令和６年度事業実績報告 

 

年度事業実績報告 

ロシアがウクライナへ侵攻して３年が経過した。また、パレスチナとイスラエルの紛争、移民問

題、中国の力による海洋進出に伴う情勢の不安定化などの世界情勢が国民生活への多大な影響を及

ぼしている。国内では昨年１月１日に発生した能登半島地震による被災地はいまだに復興途上にあ

り、珠洲及び輪島市のボランティアセンターは活動を継続している状況である。九州社協連や鹿児

島県社協の要請に応じて、珠洲市災害ボランティアセンターの運営支援に１名派遣することができ

た。関連して、３月２５日に喜界ライオンズクラブと災害ボランティア活動に関する協定を締結し

た。 

 今年度事業計画に重点項目として上げた（１）BCP（事業継続計画）施行、（２）衛生委員会の設

置、（３）虐待防止委員会の設置、（４）地域くらし・ささえあい事業の実施については、いずれも

達成できたが、（５）の介護人材の確保及び養成については未達成となった。退職者が５名（非常

勤）に対し入職者が８名（常勤１名・非常勤７名）で充足した状況ではない。 

 法人運営においては、理事会を３回、評議員会を３回、監事会を１回開催した。職員会を週１

回、広報委員会を４回開催し社協だよりを発行した。 

 地域福祉部門では、ふれあいいきいきサロン参加者は前年度の１,１３２名から１,０５７名と若

干減少となった。 地域見守り活動は９,８１３回実施しネットワーク研修会を１回開催すること

ができた。 

ボランティア関係では、児童生徒のふれあいボランティア認定証を１８名に交付した。 

 権利擁護部門では、成年後見１件、任意後見１件を受任した。成年後見を必要とする方の相談窓

口（中核機関）を設置し広報啓発を実施した。また判断能力の低下した方の支援のために通帳管理

等を行う福祉サービス利用支援事業を５４名に実施した。 

 障害福祉サービスは居宅介護と移動支援、相談支援事業を実施した。 

 生活困窮者自立支援事業（くらし・しごとサポートセンター）では、病気や仕事、介護、障害等

の相談を４２件受け、７件のプランを作成した。 

 社会福祉法人が行うべき公益的な事業では、福祉用具無償貸出、法外援護資金の貸付、おもいや

りネットワーク事業、フードドライブ、家電品中継事業を行った。 

 本会の主要な財源である介護保険事業では、訪問介護、訪問入浴、福祉用具貸与、小規模多機

能型居宅介護、グループホーム、居宅介護支援の６事業を実施した。訪問介護事業は慢性的な人員

不足により収入減の傾向にあるが前年度並みの収入が確保できた。訪問入浴は利用者が減少し事業

の継続が危ぶまれている。小規模多機能ホーム十五夜は、定員を満たすことにより黒字に転換する

ことができた。グループホームがじゅまるは従業者の高齢化や職員の確保に課題をかかえる中、収

入が前年対比微減となった。法人全体の収入は事業活動計算書で前年対比３,０００千円余の減で

１９３,０００千円余となり、当期繰越活動増減差額７,８００千円余で前年対比１３,０００千円

余の減となった。 
※令和６年度末の文言です 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運 営 ・ 管 理 

理事会の開催：３回 評議員会の開催：３回 監事会の開催：１回 

 

介 護 保 険 事 業 

居宅介護支援事業  訪問介護事業  訪問入浴介護事業  福祉用具貸与事業  

小規模多機能型居宅介護事業     認知症対応型共同生活介護・通所介護事業 

 

地域見守りネットワーク支援事業 

① 見 守 り 活 動 等 育 成・・・見守りを基盤とした生活課題の把握。地区連絡会の開催（８集落９回）  

② ネットワーク事業（生活支援）・・・民生委員・在宅福祉アドバイザーを核とした見守り声かけのネットワーク

の充実拡大。 

 一次支援［安否確認］のべ６，００８回  二次支援［話し相手・ゴミ出し・買物支援等］のべ３，７７８回 

 三次支援［専門業者への連絡］のべ２７回 協力員：１４５名 対象者：１８４名 

③ 生活支援有償サービス事業の実施 利用者２０名 

清掃３５５回 墓参り支援８８回 ごみ捨て５６回 話し相手４回 内服支援１５回 

その他１２３回（水かけ・洗濯物干し・草取り・トイレ掃除・網戸掃除など） 合計６４１回 

 

権 利 擁 護 関 係 事 業 

① 成 年 後 見 事 業・・・法人後見２名受任（法定後見１名・任意後見１名） 

中核機関設置運営を行った。相談件数４件。ケース会議６回開催。 

② 福祉サービス利用支援・・・日常的金銭管理や書類等の預かりサービスの実施。 

              （のべ利用者５４名 のべ利用回数７０３回） 

 

地 域 福 祉 関 係 事 業 

① ボランティア登録・・・９団体４７０名 個人１２名 

② ボランティア保険加入・・・活動保険２５１名 ふれあいサロン１，８１９名 福祉サービス総合補償１６名 

③ 児童・生徒のふれあいボランティア活動・・・認定証交付 小学生１４名 中学生４名 

④ ふれあいいきいきサロン事業・・・実施集落１６集落 実施回数１６４回 のべ利用者数１，０５７名 

⑤ 生活福祉資金貸付事業・・・低所得世帯や身体障害者世帯に対し、資金の貸付と必要な援助を行うことにより世

帯の更正が図られるよう援助した。（貸付０件 のべ相談１０件） 

 

障 害 福 祉 サ ー ビ ス 

① 障害者相談支援事業・・・障害者等からの相談に応じ、必要な情報の提供及び助言その他の障害福祉サー 

             ビスの利用支援等、必要な支援を行った。（のべ利用者数１６３名） 

② 障害者居宅介護事業・・・居宅において身体介護及び家事援助を行った。（のべ利用者７３名） 

③ 移 動 支 援 事 業・・・屋外での移動が困難な障害者に対し、地域における自立生活や社会参加を促進する 

ため、外出支援を実施した。（のべ支援数１１８回） 

 

そ の 他 事 業 

① 生活困窮者自立支援事業・・・生活困窮者が抱える多様で複合的な問題の相談に応じ、必要な情報提供及び助言を

行い、自立の促進を図った。 

（相談件数４２件 支援調整会議１回 プラン作成７件） 

② 家電製品中継事業・・・家庭で不要になった電化製品を募り、必要としている世帯へ寄付するための中

継を行った。 

（寄付申込者２名 受付家電２点 受贈申込者３件 引き渡し家電１件） 

③ 福祉センター管理業務・・・のべ利用者数１，９００名 

④ 広 報 活 動・・・社協だよりの発行：３，３５０部 年４回 

⑤ 福祉タクシー事業・・・移動困難者の利便性の向上、社会参加の促進を目的に実施。（のべ回数６６回） 

 

共同募金・歳末助け合い募金運動 

① 一 般 募 金 目 標 額 １，２００，０００円  一 般 募 金 実 績 額  １，１４７，５９４円 

② 歳末助け合い募金目標額   ４５０，０００円  歳末助け合い募金実績額   ３９０，２０１円 

 

日 本 赤 十 字 業 務 の 推 進 

① 地域における赤十字社員増強運動の実施 

 〔社費募集内容〕赤十字社鹿児島支部目標額 ９５７，５００円  実績 １，１９４，０００円 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社 会 福 祉 法 人 の 公 益 的 取 組 

① 法外援護貸付資金・・・低所得世帯に対し、緊急不測の出費等に要する資金の貸付を行った。 

             （貸付件数５件） 

② おもいやりネットワーク事業・・・福祉的課題や生活課題を抱える世帯を対象に現物給付での支援を行えるよう体制を

整備した。（支援件数３件） 

③ 福祉用具の無償貸与・・・介護認定申請時や退院時の短期利用者に無償で貸付を行った。 

              （のべ件数７１件 主な福祉用具：ポータブルトイレ・車椅子など） 

④ フ ー ド ド ラ イ ブ・・・家庭で不要になった食品の寄付を募り、支援を必要としている世帯へ配布できる

よう体制を整備した。（支援件数７件） 

 

令和６年度決算報告 

（単位：円）

会費収入 850,000 772,300 77,700

寄付金収入 1,300,000 1,680,419 -380,419

経常経費補助金収入 4,174,000 4,074,585 99,415

受託金収入 16,805,000 16,437,000 368,000

貸付事業収入 300,000 176,000 124,000

事業収入 11,100,000 10,938,400 161,600

介護保険事業収入 152,843,000 153,806,439 -963,439

障害福祉サービス等事業収入 4,733,000 5,064,360 -331,360

570,000 619,009 -49,009

受取利息収入 1,000 25,733 -24,733

その他の収入（雑収入） 1,523,000 1,741,496 -218,496

194,199,000 195,335,741 -1,136,741

人件費支出 146,440,000 144,996,861 1,443,139

事業費支出 18,728,000 18,034,421 693,579

事務費支出 16,474,000 15,043,750 1,430,250

共同募金配分金事業費 1,100,000 1,053,343 46,657

貸付事業費支出 300,000 176,000 124,000

助成金支出 120,000 120,000 0

負担金支出 60,000 48,000 12,000

その他の支出 30,000 0 30,000

183,252,000 179,472,375 3,779,625

10,947,000 15,863,366 -4,916,366

3,000,000 3,000,000 0

3,000,000 3,000,000 0

6,844,000 6,813,438 30,562

6,844,000 6,813,438 30,562

-3,844,000 -3,813,438 -30,562

その他の活動による収入 0

その他の活動収入計（７） 0 0 0

その他の活動による支出 4,170,000 4,154,640 15,360

施設整備積立支出 0

その他の活動支出計（８） 4,170,000 4,154,640 15,360

-4,170,000 -4,154,640 -15,360

予備費支出（１０） 0 0 0

2,933,000 7,895,288 -4,962,288

法　人　単　位　資　金　収　支　計　算　書

自　令和6年4月 1日
至　令和7年3月31日

勘　定　科　目 予　算　（Ａ） 決　算　（Ｂ） 差異(Ａ)－（Ｂ）

事
業
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る
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支

収
入

その他の事業収入

事業活動収入計（１）

支
出

事業活動支出計（２）

事業活動収支差額　（３）＝（１）－（２）

当期資金収支差額合計（１１）＝（３）＋（６）＋（９）-（１０）
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に
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る

収

支

収
入

施設整備等補助金収入

施設整備等収入（４）

支
出

固定資産取得支出

施設整備等支出（５）

そ
の
活
動
に
よ
る
収

支

収
入

支
出

施設整備等収支差額　（６）＝（４）－（５）

その他の活動収支差額（９）＝（７）－（８）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年６月４日（木）自然休養村管理センターで「保健福祉ネットワーク在宅福祉アド

バイザー研修会」を開催しました。集落区長、民生委員など７８名の参加がありました。本

研修では、民生委員３名による見守り活動の事例発表や、能登半島での災害ボンラティア活

動報告、包括支援センター吉田氏からチームオレンジの取り組みについてお話を頂きました。 

チームオレンジは、認知症の方やその家族が住み慣れた地域で安心して生活ができるよう、

身近な地域で支援する取り組みのことです。町内でのチームオレンジの活動として、町内で

初めて発足された大朝戸・西目集落の「大西なごみ会」の紹介がありました。参加者からは、

他集落の活動について知ることができ多くの学びがあったとの感想がありました。 

ネットワーク活動は多くのアドバイザーや協力員の皆様にご協力頂いて活動しています。

担い手の不足など課題もありますが、今後も住民主体の支え合い活動の充実と安心して暮ら

せる地域づくりを目指していきたいと思います。 

 

本会と喜界ライオンズクラブ（上園田慶太

会長）は、災害ボランティアに関する協定書

を締結し、その調印式を令和７年３月２５日

に実施しました。 

本協定は、災害時にボンンティアセンター

を開設する業務を担う本会と、全国的な組織

として知見・資材を共有する体制を有してい

る喜界ライオンズクラブとの協力体制を整

備するもので、これにより災害時には、本会 

からボランティアセンター運営に必要な資材、機材を喜界ライオンズクラブへ要請し、喜界

ライオンズクラブは物的・人的支援を提供することができます。台風や大雨など近年激甚化

する自然災害に備えるべく、今回協定を締結した喜界ライオンズクラブをはじめ、関係機関

とますますの連携を図ってまいります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Instagram始めました 

本会の活動等を紹介していきますのでぜひご覧ください。 

いつもありがとう

ございます  

令和７年６月１０日に早町小学校でボランティア活動認定

証交付式が行われ、２名に認定証が交付されました。３０ポイ

ント達成の川村英輝さんは「小さな親切運動」へ推薦を行い、

今回の認定証と併せて小さな親切実行章も交付されました。 

 

６年生 川村 英輝さん（３０） 

３年生 林 朱里さん （１０） 

（ ）内は達成ポイント数 

 

この活動は、町内の小・中学校の児童・生徒の皆さんを対象に、

ボランティア活動に取り組むきっかけづくりとして、また、ボラン

ティア活動を続けていただくことを目的として実施しています。地

域での美化作業や行事等へ参加しますと、１日１ポイントとしてス

タンプを押してもらえます。 

 

 

 

 

 

令和７年６月１９日（木）喜界小学校３年生の児童を対象に福祉教育の一環として、高齢者

疑似体験学習の出前授業を実施しました。本会の福祉用具専門相談員と介護福祉士が説明や補

助を行いながら、高齢者・障がい者の疑似体験として、疑似体験セットの着用の他、車椅子の

操作や視力障害を想定した体験をしてもらいました。児童からは「目が見えないと不安だと思

った」「困っている人には声をかけたい」等の意見がありました。今回の体験を通じて福祉の心

を育んでもらえればと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金が活用されています。 

 ご家庭で不要になった家電がございませんか？本会では不要家電をお預かりし、必要としている家

庭へ届けています。引っ越しや買い替え等でいらなくなった生活家電がありましたら、ご寄付をお願い

いたします。ご寄付にあたっては下記の通り注意点がございます。 


